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バ
イ

エ
ル
ン
州
立
図
書
館
蔵

『
源
氏
小

か
ゝ

み
』
解
題

・
翻
刻

辻

英

子

 

成

稿

に
あ
た

っ
て
は
、

二
〇

〇
五
年

九
月

、

バ
イ

エ
ル
ン
州

立
図
書

館

(Od
錯

①
「一ω魯
Φ
ω
鼠
讐
ω
じU
一σ
一一。
9
簿

)
所
蔵

『
源
氏

小

か

〉
み
』

(五
冊
)

の
閲

覧

の
機

会

を
得
、

二
〇
〇

七
年
十

一
月
十

日

付
け

で
翻
刻

掲
載
許

可

を

い
た
だ

く

に
あ

た

っ
て
、
同

図

書
館

の
ブ

リ

ギ

ッ
テ

・
ゲ

ラ

ー

ス
氏

(】)
け
bd
「
凶σq
葺

①

O
邑

碧
ゲ
)
を

は

じ

め
、

ベ

テ

ィ

ー

ナ

・
ワ
グ

ナ

i

氏

(U
づ
bd
曾
江
8

芝

鋤
αq
昌
Φ
「
初

期
印

刷

本
部

門

課

長
)

お

よ

び

∪
「
●
≦
d
店

ひq
p。
口
ひq
-
<
巴
Φ
耳
冒
 
貯
鋤
ω
、
一}

'
勾
8

簿
①
 
○っ
辞
8
冨

『

uu
鋤
げ
す
、
∪
『
・
oり
辞甲

9

鋤
巳
Φ

固
ω
o
び
臼
、
N
プ
磐

ひq

因
g
×
三

氏

に
大

変

お
世

話

に
な

っ
た

。
ま

た
、

大

英

図

書

館

日

本

部

長

ヘ
イ

ミ

ッ

シ

ュ

・
ト

ッ
ド

氏

(出
帥
巳

ω
げ

日
。
&

)
、
宮

内
庁

書
陵

部

お
よ
び

早
稲

田
大

学
図

書

館

に
は
関

連

図
書

の

熟

覧

の
機
会

を
得

た
。

こ
こ

に
記

し

て
厚
く

お
礼

を
申

し
あ
げ

る
。

 

 
 

 

一 

形

態

・
書

誌

 

本
書

は
、
江
戸

時
代

の
写

。
縦

二
一二

・
四

×
横

一
六

・
八
糎

。
綴

葉
装

の
冊

子
五

冊
。

所
蔵
番

号

 
O
O
α
・
』
碧

」

ら
。
各

冊

と
も
表

紙

は
、
濃

紺

布

地

に
標

、
金

、
緑
、

茶
色

で
唐

草

に
幾
何

学
紋

様

の
綾

。
表

紙
左

肩

に

繧

地

に
金

泥

で
霞

を
引

く
紙

題

籏

(縦

一
六

・
八

×
横

三

・
二
糎
)、

各

々

「
源

氏

小

か

〉
み
 

一

(二

・
三

・
四

・
五
)」

と
あ

る
。

見

返

し

・
軸

付

紙

と

も

に
金

箔
胡

蝶
装

。
料

紙

の
詞
書

部
分

は
金
泥
秋

草
地

文

の
下
絵

の

あ

る

上

質

の
鳥

の
子
。

冊

毎

に

「
源

氏

目

録

巻

之

一

(二

・
=
丁

四

・

五
)
」

と
記

す
。
第

一
冊

は

三
十
六

丁
、
絵

八
図

、
第

二
冊

は
四
十

六

丁
、

十

二
図
、
第

三

冊
は

三
十
七

丁
、
十

三

図
、
第

四
冊

は
四
十

七

丁
、
絵

十

一
図

、
第

五

冊

は
四
十

六

丁
、
十

図

か
ら
成

る
。

「桐

壺

」

か
ら

「
夢

の

う

き

は
し

」
ま

で

の
各

巻

末

に
挿
絵

一
図

を
置

き
、
全

五

十

四
図

は
細

密

・
豪

華
、

各

々
画
面

の
上

部
と

下
部

を
金
霞

で
覆

い
、
金

箔

を
置

く
。

全

五

冊

は
薄

黄

の
絹
布

に
包

み
、
黒

塗

り

の
木

箱

(縦

二
五

・
七

×
横

一

九

・
二
糎
)
入

り
、

蓋
中
央

に

「
源
氏

小
鏡

」

と
金
泥

で
記

す
。

 

本

文
は

一
筆
、

一
面

十
行

、

一
行

一
六
～

二
〇
字
、

和
歌

は
二
字

下
げ

改
行
。

本
文

中

の
漢
字

に
は
ま
ま
振

仮
名

を
傍

記
し
、

時

に
濁
点

も
加

え

る
。
句

読
点

は

な

い
。

第

一
冊

は
表

紙

見
返

し

に
続

く

一
丁
表

に

「
源
氏

目
録

巻

之

=

(各

冊
同
様
)

と
し
、

コ

 

桐

つ
ほ
」

か
ら

「
五

花

の

え

ん
」

ま

で
を
記

す
。
第

二
冊

(巻
之

二
)
は

こ
れ

に
続

く

「
六
 
あ

ふ

ひ
」

に
始

ま
り

「
十

四
 
う

す
雲

」

で
終

わ

る
。
巻

之

二
の
見

返

し

に
続

く

一
丁

(表

・
裏
)

に
錯
簡

が

あ

る
。

一
丁
裏

の
左
端

に
表

紙

の
折
返

し

共
布

が
数

ミ
リ

は

み
出

て

お
り
、

す
ぐ
後

に

「
源
氏

目
録
巻

之

二
」

と
あ

る

こ
と

か
ら
、

こ
れ

は
装
丁

の
際

に
生

じ
た
綴

違

い
と
見

ら

れ
る
。

第

三

一78一



冊

(巻
之
三
)
冒
頭

は

「
十

六
 

乙
女

」

か
ら

「
十

九
 

藤

の
う

ら

葉
」

ま

で
、
第

四

冊

(巻

之

四
)
は

「
二
十

 
わ

か

な

上
下
」

か

ら

「升

七

に
ほ
ふ
宮

か
ほ
る
中
将
と
も
」
ま

で
、

第

五
冊

「
源

氏

目

録
巻

之

五

 
宇

治

十

帖
」

は

コ
 

 橋

姫

う
は
そ
く
共
い
ふ
」

か
ら

「
十
 

夢

の
う
き

は
し

法
の

師
共
い
ふ
」
ま

で
と
な

っ
て

い
る
。

掲
出

に
あ
た

っ
て
は
、

原
本

ど
お
り

に

写

し
た
。

 

奥
書

は

な

い
。

付
帯

文

書

の
包

み
紙

に
、

「源

氏

校
合

奥

書
筆

者

覚

」

と
あ

り
、
内
書

に
、

 

 

源
氏
 

一
部

 

 

 
校

合
奥
書

 

 

 
中

院
内

大
臣

通
茂

 

 

[
 

 

 

 

]

(損
傷
)

と

あ

る
。
右

の

二

つ

は
、

同

筆
。
損

傷

部

分

は
縦

五

・
五

×
横

○

・
七

糎
。

こ

の
校
合

者
名

は

『
源
氏

小

か

〉
み
』
本

文
付

け
傍

注

ル
ビ

の
筆

者

で
あ

る
可
能
性

は
低

く
、

購

入
時

に
別
書

の
書

付
が

混

入
し

た
蓋

然
性

が

高

い
と
み
ら

れ
る
。

 
 

 

 

二
 

『
源

氏

小

か

}

み

」

の

類

本

 
本

書

は
、
伊
井

春
樹

氏

分
類

に
よ

る
第

二
系

統

本

(改

訂
本

系
)

に
属

す

る
。
な

か
で
も
、

歌
数

・
本

文

・
蹟

文

を
同

じ
く

す

る
点

で
、
伊
井

氏

分
類

同
系
統
本

第

二
類

に
数

え
ら

れ
る
宮

内
庁

書
陵

部
蔵

『小

か

〉
み
』

お
よ

び
同
系
統

第

三
類
、

伝
知

恩
院
良

純
親

王
筆
 

早
稲

田
大
学

図
書

館

蔵

『
源
氏
小
鏡

』

に
近

い
。

『小

か

〉
み

上
』
は
、

=

桐

つ
ほ

せ
ん
さ

い
共
い
ふ
へ
し
」

か

ら

「
十

五
 

あ

さ

か

ほ
」

ま

で
、
巻

中

は
、

「
十

六

乙
女
」

か
ら

「
升

七
 

に
ほ
ふ
宮

か
ほ
る
中
将
と
も
」

ま

で
、

「
巻

下
宇

治
十

帖

」

は
、

「
一 

橋

姫

う
は
そ
く
共
い
ふ
」

か
ら

「
十
夢

の
う

き

は
し

法
の
師
と

も
い
ふ
」

ま

で

と

な

っ
て

い
る
。

『
源

氏

小

鏡
』

は
、

上

・
中

・
下

三

冊

で
、
各

巻

頭

に
目
録

が
あ

り
、

上
巻

は

「
一 

桐

つ
ほ
」

か
ら

「
十

四

う

す
雲

」

ま

で
、
中

は

「
十

五

 
わ

か

な
 
上
下
」

か

ら

「
升

七

 

に
ほ

ふ
宮

か
ほ
る
中
将
と
も
」
、

下

は

コ

 

橋

姫
う
は
そ
く
共
い
ふ
」

か
ら

「
十

夢

の
う
き

は

し

法
の
師
と
も
い
ふ
」

ま

で

と
な

っ
て

い
る
。
た

だ

し
本

文

に
は

多
少

の
ず

れ
も

あ
る

が
、

こ

こ
で
は
触

れ

な

い
。

 

先

に
あ
げ

た
宮

内
庁

書
陵

部
蔵

本

『
小

か

〉
み
』

と
早
稲

田
大

学
図
書

館
蔵

本

『
源
氏

小
鏡
』

と
が
同
系

で
あ

る
こ
と

に

つ

い
て

の
詳
細

は
、

こ

こ

に
は
省
略

す

る
。
両

書

と
も
絵

は

な

い
。

一
特

徴

と
し

て
、
三

書

と
も

歌
数

は

=
二
一二
首

、

い
ず

れ
も
同

歌

・
同
配

列

で
あ

る
こ

と
が
挙
げ

ら
れ

る
。

た
だ

し
本

文

に
は
各

々
校
合

が

可
能

な
範

囲

の
出

入

り
が
あ

る
。

バ

イ

エ
ル
ン
州
立

図
書
館

蔵
本

は

両
者

の
混
態

を

な
し

て
お

り
、

い
ず

れ
も

直
接

の
書

承
関

係

は
な

い
と
考

え
ら

れ

る
。
早

稲

田
大

学
図

書
館

本

に
は

衛
字

・
錯

簡

が
多

い
。

バ
イ

エ
ル
ン
州
立

図
書

館
本

の
本
文

は
早
稲

田
大

学
図

書
館

本
本

文

に
傍
記

す

る

「
イ
本
」

に
近

い
と
考

え

ら
れ

る
。

三
 
『
源
氏
小
か
・
み
」
の
価
値

 

バ
イ

エ
ル
ン
州
立

図
書
館

本

『源

氏
小

鏡
』

は
、
誤

脱

の
少

な

い
善

本

と
見
ら

れ
る
。

書
写

年
代

に

つ
い
て
は
後

考
を

期

し
た

い
。

ま
た
、
宮

内

庁
書

陵
部

に
は
藤
原

長
親

写

と
さ

れ
る

『
小

か

〉
み
』

の
ほ

か

に
、

同
人

写

と

さ
れ

る

『
け

ん
し

の
ち
う

小

か

〉
み
』

(一
竃
山
8
)

一
冊

 
江

戸

初

期

写
、

が
あ

る
。
後

書

は
寄
合

語

を
有

す
る
も

の
の
語

彙

は
大

き
く

異
な

る
。
同

じ
く

『源

氏
小

鏡
』

(鷹

麟
①
)
前

鉄

、
室
町

末
期

写

は
、

歌

の
配

置

に
異

同
が

あ

る
。
そ

の
他

に
絵

入
版

本

と

し

て
は

『源

氏

小
鏡

』

(・。
①
①

一79一



ω
ω
。。
)
明
暦

三
年

版

 

三
冊

が
あ

る
。

無
刊

記

の
絵

入
版

本

は
他

所

に

も

あ

り
、

こ
れ

ら

と
の
関
係

も
考

察

す
る
必
要

が
あ

る
。

こ

こ
に
は
続

い
て

巻

一
の
翻
刻

を
掲
載

す

る
。

注(1
) 
国
く
鋤
 
囚
菊
〉
閃
↓
 
..一
》
勺
>
Z
一ω
O
=
国
 
=
>
2
∪
ω
O
=
力
田
↓
国
Z
 
d
Z
U

 

 
目
勾
>
U
一目
一〇
2
国
い
い
国

U
勾
d
O
囚
国

>
d
QD
U
団
幻

N
国
H↓

<
○
幻

一〇Q①
Q。.、
一Z

 

 
ζ
d
Z
O
頃
国
2

閃
「き

N
Qっ
8
冒
Φ
「
<
①二
餌ひq
≦
、一Φ
ωσ
①
a
9

Ω
≦
じd
=
Qo
ε
#
ひq
費
-

 

 
二

㊤
。。①

四
三
頁

に

「旨
。。
○
国
Z
旨
囚
○
囚
〉
○
〉
ζ
一
源
氏
小
鏡
」

と
し
て
書
誌

 

 
を
載

せ
、
末

尾

に
、
「
(ヰ
Φ
§

窪

o
ゴ
Φ
竃
律
①
=
¢
コ
ひq
〈
o
コ

ζ

囚
。。
β
ひq
三

)
と

 

 
記

す
。

(2
) 
中

院
通
茂

(
一
六

三

一
-

一
七

一
〇
)

は
江
戸
中
期

の
公
家
、

歌
人
。
村
上

 

 
源
氏

、
久
我
通
親
五
男
通
方
を
祖

と
す

る
。
権
大
納
言
中
院
通
純

の
男
。
母
は

 

 
権
大

納
言
高
倉
永
慶

の
女
。
寛
永

八
年

(
一
六

三

一
)
誕
生
。
慶

安
元
年

(
一

 

 
六
四
八
)
正
四
位
下

に
叙
し
、
承
応

二
年

(
一
六

五
三
)

四
月

父
通
純

の
死

に

 

 
よ
り
家
督
を
相
続
し
た
。

ま
た
通
茂

は
祖
父
通
村

お
よ
び
父
通
純

か
ら
和
歌
を

 

 
受
け
継
ぎ
、
そ

の
死
後

は
後
水
尾
上
皇
よ

り
歌
学
を
学
び
、
寛
永

四
年

五
月
上

 

 
皇

よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
長
く
宮
廷
歌
壇

の
中
心

と
な

っ
て
活

躍
し
た
。
宝

 

 
永

七
年
三
月

二
十

一
日
没
。

八
十
歳
。
法
号
を
渓
雲
院

と
い

い
、

京
都

北
之
辺

 

 
町

の
盧
山
寺

に
葬

る
。

な
お
日
記

に

『中
院

通
茂
卿
記
』
、
歌
集

に

『老
塊

和

 

 
歌
集

』
が
あ
る
。
内
大
臣
従

一
位
。
な

お
曽
祖
父
通
勝

(
一
五
五
六
-

一
六

一

 

 
〇
)
が
室
町
末
期

に
ま
と
め
た

『源
氏
物
語
』

の
諸
注
釈
書

の
大

成

『眠
江
入

 

 
楚
』

(慶
長

三
年

△

五
九
八
〉
成
立
)
が
あ

る

(『国
史
大

辞
典
』

『公
卿

諸

 

 
家

系
図
』
)。

そ
の
他
、
中
院
通

勝
筆

『源
氏
物
語
絵

詞
』

(中

野
幸

一

『源
氏

 

 
物

語

の
享
受
資
料
ー
調
査

と
発
掘
1
』
所
収
 
武
蔵

野
書
院
 
平

成
九
年
)
が

 

 
あ
り
、
通
勝

の
男
通
村

(
一
五

八
八
-

一
六
五
三
)
も
後
水
尾

天
皇
に

『源
氏

 

 
物

語
』
を
進
講

し
た
。

『中
院
通
村
詠

草
』
上
下
等

(高
梨
素

子
編
 
古
典

文

 

 
庫

①お

・
罐
ω

平
成
十

二
年

)
も
あ

る
。

 

 
 
な
お
、
大
英
図
書
館
蔵

『源
氏
物
語
詞
』

(○
刃
」

卜。。。刈
勺
.
即

く
o
コ
ω
一①σ
o
一α

 

 
旧
蔵
)

に
、
中
院

大
納
言
道
茂

卿
は

「玉

か

つ
ら
」
(2ー
オ
)

の
段

の
詞
書

を

 

 
書

い
て
い
る
。
間

接
的
な
事
な

が
ら
、
石
山
寺
蔵

『源

氏
物
語
絵

巻
』
「
す
ゑ

 

 
つ
む
花
 
上
」

の
奥
書

に

「右
之
端
十
六
行
者
 
四
辻
中
将
季
賢
朝

臣
自
筆
/

 

 
書

継
縣
主
西
池
杢
助

季
通
筆
」

(拙
著

『在
外

日
本

絵
巻

の
研

究

と
資
料
』
笠

 

 
間

書
院
 
平
成
十

一
年
 
二

一
三
頁
、

二
六
七
頁
)
と

み
え
る
季

賢

は
、

『源

 

 
氏
物

語
詞
』
「
す

〉
む
し
」

の
段

に

「
四
辻
中
納
言
季
賢
卿
」

(38
オ
)
筆
と
あ

 

 
り
注
目
さ
れ
る
。
大
英
図
書
館
蔵

『源
氏
物
語
詞
』

の
詞
書

は
親

王
、
公
卿
等

 

 
五
十

四
人

の
筆

に
成

り
、

一
七
世
紀

初
頭

か
ら
中

頃

に
か
け

て

の

『源

氏
物

 

 
語

』
享
受
を
め
ぐ
る
華
麗
な
文
化
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
伝
え

て

い
る
。
絵
は
住

 

 
吉

如
慶

(
一
五

九
九
～

一
六
七
〇
)
、
署
名
も
朱
印

も
あ

る
。
如

慶

に
は
他

に

 

 

『源
氏
物
語
扇
面
画
帖

』
(中
野
幸

一

『源
氏
物
語

の
享

受
資
料

-
資
料

と
発

 

 
掘

1
』
武
蔵
野
書
院
 
平
成
九
年
 
三
四

一
頁
)

の
作
品
も
伝

え
る
。

こ
の
よ

 

 
う

に
み
て
く
る
と
、
石
山
寺
お
よ
び

ス
ペ
ン
サ
ー

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
に
残
さ
れ

 

 
て

い
る

『源
氏
物
語
』

の
原
像
は
複
数
の
手

に
な
る
寄
合
書

で
あ

っ
た
可
能
性

 

 
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て

『源
氏
物
語
詞
』
お
よ
び
そ

の
筆
者

の
多

く
を
共
有

 

 
す
る
松

井
文
庫
蔵

『小
倉
山
荘
色
紙
和
寄
』
等

に
つ
い
て
は
、
近
著

に
そ

の
詳

 

 
細

を
報

告
す
る
が
、
以
下

に
書
誌

の
概
要
を
記
す
。

 

 
 
『源
氏
物

語
詞
』
縦

二
三

・
三
×
横

二
〇
糎

の
折
帖

仕
立
。
表

紙

は
紺

地

に

 

 
花
柄

の
金
欄
、
四
隅
を
胴

の
透
か
し
彫

の
金
具

で
止
め
、
褐
色
地

に
白

で
二
重

 

 
の
縁

取
り
を
施
す
中
央
題
籏

(縦

一
七

・
五

×
横
五

・
○
糎
)

に

「
源
氏
物
語

 

 
詞

」
と
記
す
。
見
返
し
は
金
紙
に
銀
霞
を
引
き
、
金
銀
箔
を
置

く
華

麗
な
装
了

 

 
で
あ
る
。
台
紙
は
厚
手

の
鳥

の
子
で
、
見
開
き

の
右
色
紙

に
物
語

の
文
章
を
、

 

 
左

に
そ
れ

に
対
応
す
る
画
を
貼
る
。
各
面

の
詞
書
右
肩

に
筆
者
名

を
記
す
萌
黄

 

 
色

の
付
箋
は
、
全

一
筆
で
五
十
四
名

の
筆
者
名
を
記
す
。
付
箋
左

端
上

に
重

ね

 

 
て
色
紙

様

の
詞
書
料
紙
を
貼
る
こ
と
か
ら
、
熟
慮
し
編
纂
さ
れ

た
も

の
と
推
定

 

 
さ
れ
る
。
胴
金
具
を
四
隅

に
打

つ
な
ど
、
先

に
挙
げ
た
中
野
幸

一
氏

の
発
掘
資

 

 
料
住

吉
如
慶
画

『源
氏
物
語
扇
面
画
帖
』

の
実
物
は
未
見

で
あ

る
が
、
装
丁

は

 

 
近

似
す
る
も
の
の
よ
う

で
、
同
じ
工
房

の
製
作

に
よ
る
も

の
と
推

定
さ
れ

る
。

(3
) 

「源
氏
小
鏡
伝
本
考
-
古
本
系

か
ら
改
訂
本
系

へ
ー
」
『国
語

と
国
文
学
』
昭

 

 
和

四
十
二
年
九
月
号

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

 

一
六
頁
。

(4
) 

第
二
系
統
本
第
二
類

に
属

す
。
書

函
番
号
 
谷

一8

。
縦

二

四

・
三

×
横

一

 

 
七

・
三
上

(中

・
下
)

三
冊
。 

褐

色
地

に
金

泥

で
小
花

を

描

く
中

央

題
簸

 :1



 

 

(縦

=
二
・
五

×
三

・
一
)

に
、
「
小

か
ン
み
」
と
記

す
。
薄
桃
色

の
付
箋

に

 

 

「
源
氏

小
鏡
隣

雲
散
人
明
魏
の
筆

に
な
れ
り
」
と
記
す
。
俗
名
、
花
山
院
長
親

 

 

(?
ー

一
四
二
九
)
南

北
朝

・
室

町
時
代
前
期
の
公
卿
、
歌
人
。
贈
太
政
大

臣

 

 
師

賢
の
孫

、
内

大
臣
家

賢
の
子
。
父
祖

の
志
を

つ
い
で
南
朝

に
あ

っ
て
、
後
村

 

 
上

・
長

慶

・
後
亀

山
三

天
皇

に
勤

仕
。
天
授

元
年

(北
朝

永
和

元
、

=
二
七

 

 
五
)
に
左
衛
門
督

、
弘
和

元
年

(北
朝

永
徳
元
、

=
二
八

一
)

に
右
近
衛
大
将

 

 
と
あ

り
、

元
中
六
年

(北

朝
康

応
元
、

=

二
八
九
)

に
内

大
臣

に
任

ぜ
ら

れ

 

 
た
。
南

北
両
朝

の
合

一
の
行
わ
れ
た
明
徳
三
年

(
=
二
九

二
)
ご

ろ
出
家

し
、

 

 
禅
宗

法
燈
派
に
帰
依
し
、
孤
峯
覚
明

の
弟
子

の
聖
徒
明
麟

に
つ
い
て
、

子
晋

明

 

 
魏
と
称

し
、
ま
た
耕
雲
と
号
し
た
。
こ
と

に
国
文
学

・
歌
道

の
学
芸

に
よ

っ
て

 

 
室
町
将
軍

足
利
義

持
に
厚
遇
さ
れ
て
安
穏
な
後
半
生
を
京
都

に
送

り
、
永
享

元

 

 
年

(
一
四
二
九

)
七
月
十
日
八
十
余
歳
を
も

っ
て
病
没
し
た
。

(5
)

『源

氏

小

鏡
』

(函

号

 
へ

冨
＼
・。自
㎝
＼
マ
ω
)
三

冊

で
、

(上

・
中

・
下

)

 

 
は
、
「下
」

の
末
尾

に

「
伝
知
恩
院
良

純
親
王
筆
」

と
記
す
付
箋

が
あ

る
。

本

 

 
書

は
、
伊
井
春
樹

氏
の
分
類
に
よ
る
と
、
第
二
系
統
本

(改
訂
本
系
)

の
第

三

 

 
類
に
当
た

る
。

『国
史
大
辞
典
』

に
よ
る
と
、
良
純

入
道
親
王

(
一
六
〇
三

-

 

 
六
九
)

は
江
戸
時
代
前
期

の
皇
族

。
知
恩
院
初
代

の
門
跡
。
俗
諄
直
輔
。
幼

称

 

 
八
宮
。
後
陽
成

天
皇

の
第

八
皇

子
と
し
て
慶

長
八
年

(
一
六
〇
三
)
十

二
月
十

 

 
七
日
誕
生
。
母

は
権
大
納
言
庭

田
重
具
の
女
典
侍
具
子
。
同
十

二
年
知
恩
院
初

 

 
代
門
跡

に
治
定

さ
れ
、
同
年
十

一
月
入
室
、
同
十
九
年
十

二
月
親
王
宣
下
が

あ

 

 
り
、

つ
い
で
元
和

元
年

(
一
六

一
五
)
六
月
徳
川
家
康

の
猶
子

と
な
り
、
同

五

 

 
年
九
月
十
七
日
知

恩
院

の
満
誉
尊

照
を
戒
師
と
し
て
得
度
し
た
。
法
譲
良
純
。

 

 
こ
の
後

寛
永

二
十
年

(
一
六

四
三
)
十

一
月
十

一
甲
斐
国

天
目

山

に
配
流

さ

 

 
れ
、

つ
い
で
甲
府
近
郊

の
興
因
寺

そ
の
他
で
蟄
居

の
生
活
を
送

っ
た
。

(6
) 

岩
坪
 
健
氏

が
提

示
さ
れ
た
第

二
系

統

(改
訂
本
系
)
神
戸
親
和
女

子
大

学

 

 
本

(無

刊
記
整

版
)

(『源
氏

小
鏡
』
諸
本

集
成

 
和
泉
書

院

 
二
〇
〇

五

年

 

 
二

一
三
～

二
八
八
頁
)
の
歌
は
同
配
列
で
あ
る
が
、
歌
数

は
全

=
二
七
首

で
、

 

 
次
の
四
首

が
加

わ
る
。

 

 
 
3
あ

ら
き
風

ふ
せ
き
し
か
け

の
か
れ
し
よ
り

こ
は
き

か
う

へ
そ
し

つ
心
な
き

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
(桐
壺

)

 

 
 
21
う

き
身

よ
に
や
か
て
き
え
な
は
た

つ
ね

て
も
く

さ
の
は
ら
を

は
と
は
し
と

一二三四五

 
 
や
お
も
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(花
宴
)

 
30
い
せ
し
ま
や
し
ほ
ひ
の
か
た
に
あ
さ
り
て
も
い
ふ
か
ひ
な
き
は
わ
か
身
な

 
 
り
け
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(須
磨
)

 
31
う
き
め
か
る
い
せ
を
の
あ
ま
を
お
も
ひ
や
れ
も
し
ほ
た
る
て
ふ
す
ま
の
う

 
 
ら
に
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(須
磨
)

 
な
お
、
バ
イ

エ
ル
ン
州
立
図
書
館
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
神
戸
親
和
女
子
大

学
本
に
は
、
他
書
に
は
な
く
共
通
す
る
語
に
次
掲
の
例
が
あ
る
。

 

・
此
か
た
〉
か
へ
に
は
へ
付

へ
し

(9
裏
)
(「
つ
け

へ
き
事
」
第

一
系
統

 
 
京
都
大
学
本
、
「方
違
あ
り
」
宮
内
庁
書
陵
部
本
等
)

 

・
御
心

れ

い
な

ら
す

さ
ま
く

に
お
は
し

ま
し

て
よ

の
え
け

(岩
坪
氏

は

 
 

「稜

気

力
」
と
傍

注

す

る
。
他
書

に
は
、
「
さ

は

き
」

ト

ア

ル
)

に

て

 
 

(23
表
)

バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
蔵

詞
書

源
氏
目
録
巻
之

一

桐
つ
ほ
 
せ
ん
さ
い
共
い
ふ
へ
し

は
〉
き
木
 
井
う
つ
せ
み
 
井
夕
か
ほ

若
む
ら
さ
き
 
井
す
ゑ
つ
む
花

も
み
ち
の
賀

花
の
え
ん

「
源

氏
小
か

・
み
」

ー

オ

(遊
び
紙
) 

ー
ウ

一81一



一 

桐
壷

桐

つ
ほ

と

い
ふ
巻

の
事
大
内

の
う

ち
に
有
御

殿

の
名

な

り
し

け

い
し
や

と
申

は
桐

つ
ほ

の
事

也

此

き
り

つ
ほ

に
光

け
ん

し

の
御

母

さ
ふ
ら

は
せ
給

ふ

さ

て

こ
そ
き

り

つ
ほ

の
か
う

ゐ
と
申

け
れ
此

か
う

ゐ

一
の
人

な

ん
と

の
御

む
す

め

に
て
は
な
し

父

は
大
納

言

に

て
失

に
し
ひ
と

の
子

な
り
御

か
た

ち
名

た

か
き
聞

え
あ

り

て
御

宮

つ
か

へ
に
内

へ
ま

い
り
給

ひ
し

そ
か

し
御
門

こ

と

の
外

に
と

き

め
か

せ
給

へ
は

か
た

へ
の
女
御

か
う
ゐ

み
や
す
所

 

2
オ

そ

ね

み
給

ふ
さ
る
程

に
此

か
う

ゐ

の
御

腹

に
わ

か
み
や

ひ
と

〉
こ
ろ

い
て
き

さ
せ
給

ふ

お
な
し

ほ
と
そ

れ
よ

り
下

ら
う

の
か
う

ゐ

た
ち
ま

て

や
す

か
ら
す

あ
さ
夕

み
や

つ
か

へ
に
付

て
も

人

の
心

を

の
み
う

こ
か

し
恨
を

お

ふ

つ
も

り

に
や
有

け
ん

此
宮

三

に
な
り
給

ふ
夏

の
比

御

母

か
う

ゐ
か
く

れ
給

ふ
や

ま
ひ

か
き
り

な
れ

は

大
内

の
う

ち

に
て
人

の
か
く

れ
給

ふ
事
な

き
な

れ
は
御

い
と
ま
申

て
さ

と

へ
出

さ

せ
給

ふ
せ

め

て
御

心

さ
し

の
せ

つ
な

れ
は

て
く

る
ま

の
せ
ん

 
2

ウ

し
を
給

は
り

て
出
給

ふ
此

車

い
み
し
き
く

は

し

よ
く

の
事

な
れ

は
お

ほ
ろ

け

の
人

に
は
ゆ

る
さ

れ
さ

り
し
を

あ
ま

り
な

る
御

心
さ

し
な

り
そ

の
折

の

こ
と
は

 
 

あ

つ
し
く
な
や
ま
し
事
い
き

も
た

え

つ

〉
苦
し

き
事

 
 

お

た
き

の
さ
ほ
う

加
猟
甜
㈱
燥
嚇
敏
貿
か

き
り

の

つ
か
ひ
旺
施
う

 
 

ゐ
の
ち
よ
く
し

 
 
御
心
さ
し
な
り

さ

て
大
内

を
出
給

ひ
し

お
り
御
門

御
な

ご
り

お
し

ま

せ
給

ひ
て
さ

ま
く

の
こ
と

の
た
ま

へ
と
も

た
え

く

に
し
て
物

も
申

や
ら

さ
り

し

か
寄

に
 

3
オ

 
 

か

き
り

と
て

わ
か

る

ン
み
ち

の
か
な
し

き

に

 
 

い
か
ま
ほ

し
き

は

い
の
ち

な
り
け

り

是

は
か
う

ゐ

の
か
き

り

の
寄

そ

か
し
御

心

の
ま

》

な
ら

は

き
さ

き

の
く

ら

ゐ
に
も

な
さ

ま
し

と
お

ほ
し

め
し

た
り

し

か
と

か
た

へ
の
そ
ね

み
と
も

又

よ

の
そ
し
り

を

お
ほ
し

て
う

せ
て

の
ち

さ

う

の
所

へ
ち
よ

く
し

を
た

て

〉
三
位

の
く
ら

ゐ
を

を

く
ら

せ
給

ふ
か
き

り

の
御

つ
か
ひ

こ
れ

な

り
か

く

て
秋

に
も

な
り

ぬ

か
の
う

せ

に
し

か
う

ゐ

の
母
も

お
な

し
く
内

に
さ

ふ
ら

は

せ
 

3

ウ

給

し
か
若

宮
御

い
み

の
ほ
と
な

れ
は

つ
れ

た
て

ま

つ
り

て
さ

と
に
す

み
給

ふ
風

の
わ

き
た

ち
て

物
あ

は

れ
な

る
夕
く

れ

に
内

よ

り

か
の
御

さ
と

へ
ゆ
け

い
の
み
や
う

ふ

と

い
ふ
女
房

を
御

つ
か

ひ

に

つ
か

は
せ
給

ふ
な

き
人

の
あ

と
な

れ
は

ふ
る
さ

と

に
も

つ
く

へ
し

そ

の
ほ
と

の
こ
と

は

に

 

や

へ
む
く
ら

 

 
虫

の
ね
し

け
き

 

 
す

〉
む

し

 
雲

の
上
人
倣
納
硫
焙
 

 

み
や
き

の

》
小
萩

 
浅

ち

ふ
の
や

と

 
露

を

き
そ

ふ
る

一82一



こ
れ
ら

は

か
う

ゐ
の
さ

と

に
て

の
事

な
れ

は
な

き
 

4
オ

人

の
や

と
な

と

い
ふ
事
あ

ら

は

つ
け
さ
せ
給

ふ

へ

し
御

門

よ
り

の
御

ふ
み

に

か
う

ゐ

の
母

の
も
と

へ
若

み
や

の
御

こ
と
を

よ
み
給

ひ
候

御
寄

 
 

み

や
き

の

〉
露

ふ

き
む

す
ふ
風

の
を

と

に

 
 

ご
は
き

か
も

と
を

お
も

ひ

こ
そ
や
れ

と

よ
み
給

ひ
し
な
り

籾

こ

の
御

つ
か
ひ
帰

り
け

る
を

く

り
物

に

か
う

ゐ

の
残

し
を

か
れ
た

る

て

う

と
 

見
 

く
物

を

と
り

い
た

し

つ
か
ひ
た

り
し

な

り
か
う

ゐ

の
母
あ

ら

き
風

ふ
せ

き
し

か
け

の
か
れ

し
よ

り
こ

は
き

か
う

へ
そ
し

つ
心

な
き
 

4
ウ

人
な

と

つ
く

へ
し

か
の

か
う

ゐ

の
人

に
そ

ね
ま

れ

て
う

せ
し
人

な
れ

は

そ

の
こ

〉
う
ね
も
有

へ
し

源
氏

七

の
御

と
し
よ

り
御
文

は
し

め
あ

り

か
く
も

ん

し
給

に

こ
と

ふ
ゑ

の
ね

に
も
雲
井

を

ひ

〉
か

す
な

に
事

に
も

人

に
は

こ
と
な

り
そ

の
比

か
う

ら

い
よ
り

は

か
せ
わ

た
り

た

る
に
此
宮

を

さ
う

せ
ら

る

か
の
は

か

せ
此
宮

の
御

か
た

ち

の
光

か

〉

や
き

う

つ
く
し

く
お

は
し

け

る
に
め

て

〉
ひ
か
る

き

み

と

つ
け
た

て
ま

つ
り
し

よ
り

此
け

ん
し
を

光

源
氏

と

い
ふ
な

り
そ

の
ほ

と

の
こ
と

は
 

5
オ

 
文

つ
く

る
読
助
乳
伍
る
 

四

つ
か
 
 

 

七
年
鮒
ん
廿
そ
の

か

の
は

か
せ
あ

ひ
し

と

こ
ろ

こ
う
ろ

く
は

ん
な
り

い

ま

の
四

つ
か
な

り
け

ん
し

う

ゐ
か
う

ふ
り

と

い
ふ
こ
と

 
初

も

と
ゆ

ひ
 

 

ご
き

む
ら

さ
き
 

 
盃

の

つ
い
て
莇
鵬

 

躬
跡
縁
御
備
動
 

 

 
あ

け
ま
さ

り
榔
甑
乱
の
し
や
う
を

さ

の
末

械
か
鰍
旅
蝋
館
禰
似
囎
嬉
疑
鵬
ん
し
付
給
ふ

 

 
 

 

け
ん

し

の
き

み
十

二
に

て
け

ん

ふ
く
其
日

み

な
も

と

の
氏

を

給

は
り

て
た

〉
人
と
な

り
給

ひ

い
は

ゆ

る
ひ

か
る
け

ん
し

是
な

り
か

の
け

ん
ふ
く

の
日

ひ
き

い
れ

の
大
臣

の
む
す

め

に
み
か

と
は

か
ら

ひ
に
て
あ
 

5
ウ

は
せ

た

て
ま

つ
り
や

か

て
そ

の
夜

か
の
大
臣

の

も
と

へ
お
は
し

ま
す

こ

れ
を
あ

ふ

ひ
の
上
と

は

つ

も
と

ゆ

い

の
こ
き

む
ら

さ
き
と

い
ふ
事

は
宮

な
と

の
御

け
ん

ふ
く

の

お
り

こ
む
ら

さ
き

と

い
ふ
糸

の
ひ

ら
く

み

に
て
も

と

ゆ

い
を

と
る
事

そ
れ

に
よ

せ
た

る
事

な
り

又
あ

ふ

ひ
の
上

の
父

大

臣

ひ
き

い
れ

に
参

り
給

ふ
ふ

け
な
ん

と

に
ゑ
ほ
し

お
や

な
と

い
ふ
事

侍

る
そ

の
心

に
や
と

お
ほ

え
た

る

こ
れ
ら

は

か
う

ふ
り

は

つ
も

と
ゆ

い
な
と

い
ふ
事

に

つ
く

へ
し
又
此

巻

に

か

〉
や

く
日

の
宮

と
申

人

は
 

6

オ

藤

つ
ほ

の
き
さ

き

の
事
な

り
け

ん
し

の
ま

〉

母

な

り

こ
の
后

は
け

ん
し

の
御

は

〉
か
う

ゐ
か
く

れ

て
の
ち
御

門

お
ほ

し

め
し
な

け
か

せ
給

ひ

て
御

心
な

く
さ

ま
す
年

月

ふ
れ

と
も
わ

す
れ

か
た

く

お
ほ
し

め
し

あ
し

た

に
お
き

さ
せ
給

ひ

て

も
あ

く

る
を
し

ら
す

と

お
ほ
し

め
し
く

る
れ

は

む
な

し
き
御

床

も

さ
ひ
し

く
思

め
し

て

か
た

へ
の
女

房

た

ち
の
御

つ
ほ

ね
も
す

さ
ま

し
く

御

と

の

ゐ
も
な

し
雲

の
上

も
な

み
た

に
く
れ

て
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な

と
な

け
か

せ
給

ふ
ほ
と

に
み

か
と

の
御

た

め
 

6

ウ

に
め

い
に
て

お
は
し

ま
す

四

の
み
や
御

か
た

ち

す
く
れ

て
聞

え
名

た
か
く

お
は
し

ま
す

姫
君

を
か
し

つ
き
御

母

き
さ
き

な
と

の

い
み
し
く

聞

え

さ
せ
給

ふ
を

な

い
し

の
す

け
と

の
と

い
ひ

し
女
房
き
こ
え
出
し
参
ら
せ
給
ふ
や
う
く

に

御

心
も

な
く

さ
ま

せ
給

ひ
て
御
心

む

か
し

の

か
う

ゐ

に
な

す
ら

へ
給

ふ
け
ん

し
を

ひ
か

る
君

と
申

せ

は
此
姫
宮

か

〉
や
く

や
う

に

お
は
し

ま
せ

は
か

〉
や
く

日

の
宮

と
よ

の
人
申

け
り
御

つ
ほ
ね

は
藤

つ
ほ

な
り

こ

の
宮
を

け

ん
し

お
さ
な
く

よ

り
お

ほ
 

7
オ

け
な
く
御

心

に
し

め
た

て
ま

つ
り
て

つ
ゐ

に

し
の
ひ
く

に
参
り
給
ひ
て
御
子

一
人
出
き
給
ふ

れ
は

せ

い
ゐ
ん
と
申

せ
し

は
此
御

事

な
り

又
桐

つ
ほ

の
御

門

と
け

ん
し

の
父
御
門

を
申

事
此

巻

よ

り
見
え
給

ふ
主

上

に
て
ま

し
ま

せ
は
桐

つ
ほ

の
御
門

と
申

な
り
た

と

へ
た

て
ま

つ
る
御

か
と

は
ゑ
ん

き

の
御
事

と

み
え

た
り

よ
く

く

心
え

へ
し
 
7
ウ

 

〔絵

一
〕 

8
オ

 
 
ニ
 
箒
木

此
巻

に
あ
ま
夜

の
物

か
た

り
と

い
ふ
事

は

け
ん

し

の
君
御

物

い
み

に
て
御

か
た

〉
か

へ
に
大
内

の
と

の

ゐ

と
こ

ろ
に
お

は
し
ま

す
御

つ
れ
く

の
な
く

さ

め
に
や
其

こ
ろ
と
う

の
中
将

と
聞

え

し

は

源
氏

の
御

こ
し
う

と
あ

ふ

ひ
の
上

の
御

あ

に
な
り

か

の
君
と

む
ま

の
か

み
と
う
式

部

と

い

ひ
し

天
上

人
参

り

て
く

ま

な
き
す

き
物

と
も

な

れ
は

物

か
た
り
申

つ
ゐ

て
に
人

の
し
な

を

わ

か
ち
よ

し
あ

し
を

さ
た

め
き

こ
れ
を

あ

ま
よ

の
し
な

さ
 

8
ウ

た

め
と

い
ふ
そ

の
時

の

こ
と
は

 

二

の
ま

ち
的
孔
鋤
帆
り
 

 

文

は

か
せ

の

む
す
め

批
伽
魁
熔
り

 

ひ
る
ま

す
く

せ
 
 

な

て
し

こ
擬
湧
紛
卿
将
の

こ
れ
ら

は
物

か
た
り

と
こ

〉
う
え

へ
し
勝
触
以

物
か
た
り

て
を

お
り

て
 

 
き
く

の
や

と
伽
鰍
初
肋
み

此
巻

に
と

う

の
中

将

の
物

か
た
り

に
玉

か

つ
ら

の

内
侍

の
か
み

の
事

を

な
て

し

こ
と
か

た
り
出

し

た

り
母

は
夕

か
ほ

の
上

そ

か
し
物

か

た
り

に
な

て
し

こ
と

い
ふ
事

あ
ら

は

玉
か

つ
ら

と
心
得

へ
し

択

こ

の
か
た
た

か

へ
四
月
也

節
分

な
ら

て
は
か

た

〉
か
 

9
オ

へ
は
せ

ぬ
事

と
は

お
も
ふ

へ
か
ら

す

む

か
し

の
上

ら
う

は

四
季

に
か
た

〉
か

へ
と

い
ふ
事
有

し
也

籾
御

も

の

い
み
あ
き

し

か
は
さ

と

へ
出

さ

せ
た

ま

は

ん
と
す

る

に
ふ
た

か
る
方

に
て
わ

う
し
御

い
ゑ
人

の

い
よ

の
介

と

い
ひ
し

か
も

と

へ
お
は

し

て
か
た

》
か

へ
あ
り

か

の
家

の
あ

る

し
よ

ろ

こ
ひ

か

し

こ
ま
る
此

か
た

〉
か

へ
に
は

へ
付

へ
し

 

や
り

み

つ
 

 
し

は

か
き

 

 
す

》
し

き

か
け
な

と

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

付

へ
し
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い
よ

の
す
け

か
家

の
や
り

水

せ
ん
す

い
な

と
お

も
し

ろ
か

り
し
ゆ

へ
に
心

得

お
は

し
て

か
た

〉
か

へ
あ

り
 

9

ウ

き
掬
あ

る
し

の

い
よ

の
す

け

は
君

の
お
は

し

ま
す
御

か
た

に
御

と

の
ゐ
し

た
る

に
け
ん

し
し

の

ひ
て
女

と

も

の
ね
た

る
所

へ
お

は
し

て
立

き

〉

し
た

ま

へ
は

ね
た

る
と

こ
ろ

い
と

ち
か
く

て
わ

か

御

う

へ
を
そ

い
ひ
け
る
し

つ
ま
る
ほ

と

に
し

の

ひ
入

て
と

か
く

の
給

ふ

に
を

ん
な

お
も

ひ
か
け

す

お
も

ひ
て

 

 

か
す
な

ら

ぬ
ふ
せ
や

に
お
ふ

る
な

の
う

さ

に

 

 
あ

る

に
も
あ

ら
す
き

ゆ

る
は

〉
き

〉

と
よ

み
し
ゆ

へ
に
こ
そ
此
巻

を

は

ン
き

〉
と
は
 

10
オ

い
ひ
け
れ
此
人

は

わ
か
し

な
な

と
も

お
も

ひ
あ

か
り

た
る
人

に

て
い
よ

の
す
け

な

と
か

つ
ま
と

な
る

へ
き
人

に
は
あ

ら

ね
と
も

お
や

も
な

く

て
見

あ

つ

か
ふ
人

も
な

け
れ

は
お
も

ひ

の
ほ

か
に

か
く

て
ゐ
た

る

こ

〉
う
ね
を

ひ
け
し

て
よ

み
し
な

り
さ

て

と
か
く

い
ひ
て
ほ

の
か

に
あ

ふ
そ

の
ま

〉
に

て
し
は

く

立

よ
り
給

ひ
し
か
と

も

つ
ゐ

に
又
も
あ

ひ

た

て
ま

つ
ら
す

い
よ
く

け

ん
し

は
御

心

つ
く

し

に

お
も
ひ
給

ひ
け

る
と

か
や
す

ゑ

の
よ
ま

て
も

わ
す

れ
さ
せ
給

は

て

い
よ

の
す

け
し

〉
て
の
ち

 

10
ウ

あ
ま

に
な
り

た
り

し
を

む
か

へ
給

ひ
て

二

条

院

の
ひ
か

し

の
た

い
に
す

ま
せ
ら

れ
き

い

よ

の
す
け
か
家

は

な
か

か
は

わ
た
り

な
り
今

の
京
極

川

な
り

か
た

》
か

へ
に

つ
く

へ
し
此

物

か
た

り

に
な

て
し

こ
と
玉

か

つ
ら
を

か
た

り

出

す
事

と

う

の
中

将

の
物

か
た

り
な

り
む

ま

の
か

み
か
物

か
た

り

に
は
わ

か
か

よ

ふ
女

房

の

も
と

へ
わ

か
と

も
た

ち

の
や
う

な
る
人

か
よ
ひ
け

る
を

も
し

ら
す
大

内

よ
り
出

け

る

に
此

う

へ
人

車

に
の
り

て

ゆ
く
と

い
ふ
を

い

つ
く

そ
と

 
1ー

オ

お
も

ふ

に
我

ゆ
く
所

な
り

浅
ま

し
と

お
も

ふ

に
こ

の

お

と
こ
笛

を

ふ
き

て
そ

》
の

か
せ
は
内

よ

り
わ

こ

む
を

ひ
く

こ

の
や
と

に
き

く
も

み
ち

な
と

あ
り

け

る
に

 

 

こ
と

の
ね

も
月

も
え

な
ら

ぬ
や

と
な

か
ら

 

 

つ
れ

な
き
人

を

ひ
き

や
と

め
け

る

と
よ

み
た

り
そ

れ
よ

り
此

女

の
も
と

へ
ゆ
か
す

さ
れ

は
す

き
た

は
め

ら
ん

を
ん

な

に
心
を

〉

か

せ
給

へ
と

こ
の
き

ん
た

ち

に
申

た

り
し

な
り

又

と
う

の
中

将

の
な

て
し

こ

と
か
た

り
給

 
1ー

ウ

ひ
し

母
夕

か

ほ

の
う

へ
に
し

の
ひ
く

に
か
よ

ひ

て

い
と
あ

さ
か
ら

さ
り

し

に
お
さ

あ
き

人
さ

へ

出

き
て

こ

の
よ

一
と

も

お
も

は
さ
り

し

に
う
る

は
し

き
北

の
方

の
か
た
よ

り
を

そ

ろ
し
き

こ

と
を

い
ふ
と

き

〉
て
か
す

か
な

る
家

に
か
く

れ
て

ゐ
た

り
あ

る

と
き

と
う

の
君

お
は

し
た

る

に
さ
か
し

く
恨

み

な
ん

と
も

せ
す
う

ち

な
み
た

く

み

て
姫

き

み

の
御

こ
と
を
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山

か

つ
の
か
き

ほ
あ

る
と
も

お
り

く

に

 
あ

は
れ

は
か
け

よ
な

て
し

こ
の
露

 
12
オ

と

よ
み

て
そ

の

〉
ち
程

な
く

ゆ
き

か
く

れ
た

り

と

か
た
り
出

し

て
も
な

み
た
く

み

た
り
此

人
そ

か
し
夕

か
ほ
の
巻

に
け

ん
し

に
あ

ひ
て

な

に
か
し

の

ゐ
ん
に

て
し

に
き
な

て
し

こ
は

玉

か

つ
ら

な
り
十

七

の
巻

に
見

え
た

り
又

し
き

ふ

か
物

か
た

り
は

は
か

せ

の
む
す

め

の
も

と

へ
か

よ

ひ
し

に
あ
る

と
き
ゆ

き
た

れ
は
物

こ
し

に

い
ひ
か
は

し
て
あ

は
す

い
か

に
と

ン

へ
は

こ
く

ね

つ

の
さ

う
や
く

ふ
く

し
て
く

さ
き

に
よ

り

て
あ

は

す

と

い

へ
り
六
月

の
か

ら
ひ

る
と

い
ふ
物

に
や
此

 
12
ウ

か
あ

さ
ま

し
く
く

さ
し

お

に
と
こ
そ

む

か

ひ

ゐ
た
ら

め
と

お
も

ひ
て
か

へ
り
し

な
り

し

き

ふ

か
歌

に

 
 

さ

、
か

に
の
ふ
る

ま
ひ
し

る
き

夕
く

れ

に

 
 

ひ
る

ま
す
く

せ
と

い
ふ

か
あ
や

な
き

と

よ
め
り
女

の
返

し

に

 
 

あ
ふ

こ
と

の
よ
を

し

へ
た

て

ぬ
中

な

ら

は

 
 

ひ
る

ま
も
な

に
か

ま
は

ゆ
か
ら

ま
し

と

よ
め
り

そ

の
ま

》
ゆ

か
す

ま
め
く

し

き

人

は
か
く

は
た

こ
は
く

し
く

む

つ
か
し

く
世
中

 

13
オ

の

お
も
ふ

や
う
な

ら

ぬ
と
こ

ろ
を
う

ち

み
た
れ

て

か

た
り
し

よ
り

い
と

〉
け
ん

し
は

く
ま
な

き
御

心

い
て
き
さ

せ
給

ふ

と
か
や

ひ
る

ま
す
く

せ

と

は
こ
れ

な
り
く

は
し

く
は

 
 
 

 
 

 
 

 
は

〉
き

〉

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
有

 
 
 

 
 

 
 

 
 

か
ん
よ

う

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
な
り

 
 

〔絵

二
〕
 

14
オ

 
 
空
蝉

は
・
き
木
の
な
ら
ひ

13

ウ

此
巻

を

う

つ
せ
み

と

い
ふ
こ

と
は

〉
き
木

の
巻

の

か
た

〉
か

へ
の
時

い
よ

の
す
け

か
女

を
御

ら
ん

し

て
あ

か
す
わ

す
れ

ぬ
こ

と
に

お
ほ
し

め
し

て

か
の
家

の

や
り

み

つ
お
も

し

ろ
し
と

て

に
は

か
に
又

か
れ

か
も
と

へ
お
は
し

ま
す
あ

る
し

は
や

り
水

の
め

い
ほ

く

と
よ

ろ

こ
ふ
さ

れ
と
も

そ

の
夜

も
女

は

あ

ひ
た

て
ま

つ
ら
す

む
な

し
く

か

へ
り
給

ふ
猶

御

心

に
か

〉

り

て
い
か

に
し

て

い
ひ
よ

ら

ま
し
と

お
ほ

し

め
し

て
か

の
女

の
お
と

〉
い
ま

た
十

二
三

は

か
り

の
わ
ら

は

に
て
あ

ね

の
も

と

に
あ
り

し
を

め
し
出

し

て

や
か

て
天
上

さ
せ

て
我

御

い
ゑ
人

に
な
し

て

い

と
を
し

み

ふ
か
く

し
給

ふ
人
そ

の
御

心
を

し
ら

す

此

わ
ら

は

に
く

は

し
く

い
ひ
し

ら

せ
給

ひ
て

こ
の

こ

き
み
を

御

つ
か
ひ

に

て
御

ふ

み
あ
り

其
後

い
よ

の

す
け

ゐ
な

か

へ
下

り
て
人

す
く

な
く

な
る

お
り

こ

の
こ
き

み
を

つ
れ
さ

せ
給

て

一
車

に
め
し

て

か

の
な
か

〉
は

へ
わ
た

り
給

ふ
み

な
人

は
此

お
さ
な

き

14

ウ

一86一



人

は

か
り
き

た

る
と
お
も

ひ
さ
れ

は
源
氏

は
御

車

の

内

に
か
く
れ

て
人
し

つ
ま

り
て

か
の

こ
き
み
を

し

る
 

15
オ

へ
に
て

の
ぞ

き
給
う

か
し

こ

に
は
ま

〉
む
す

め

の
に
し

の
御

か
た
と

い
ふ
そ

こ
う

ち
て

ゐ
た

る

そ

の
ほ
と

の
こ

と
は

碁

 

か
ひ
ま

み

 
ゆ
ふ
や
み
 
道
た
と
く

し
き
程
 
 
一
く
る
ま

 

と

も
し

ひ
款
ほ
甥
か
な
る
 
 
こ

き
み
 

 
十

と
を

 

升

は
た

 

 

 

 

 
三
十

み
そ

 

 

 
四
十

よ

そ

 

こ
》つ

こ
れ

は
此

お
り

の
こ
と

は
に

つ
く

へ
し

に
し

の
き

み

碁

う

ち
は

て

〉
か
そ

へ
た

る
心
な

り
さ

て
碁

う

ち
は

て
も

ろ
と
も

に
ふ
す

を
御

覧

し

て
し

つ
 

15
ウ

ま

る
程

に
し

の

ひ

い
ら

せ
給

ふ

に
か

の
女

は

と
け

て

ね
ら

れ
ね

は

い
と
と
く

き

〉
し

り
て
す

へ
り

か
く

れ

ぬ
こ
れ

は
お
な
し

と

こ
ろ

に
ね

つ
る
む
す

め

の
か
く

る

ン
と
お
ほ
し

め
し
た

れ

は
こ
れ

を
は

の
こ
し
を

き
て

か
く

れ

ぬ
せ

み
の
も

ぬ
け

の
こ
と

く

き

ぬ
は

か
り
残

し
た
り
心

な
ら

す

こ
の
む
す

め

に
あ

ひ
給

ひ

て
お
こ

か
ま
し

か
る

へ
け
れ

は
あ

ま
た

〉
ひ
の
か

た

〉
か

へ
な
と
も

こ

れ
ゆ

へ
そ

と

人

の
お
も

は
ん

と
お
ほ

し
て

か
た
ら

は
せ
給

ひ
し

か
と

も
も

と
よ
り
御

心

さ
し
あ
ら

さ

れ
は
又

と
も
あ

ひ
 

16
オ

給

は
す
そ

の
後

一
よ

の
情

に
軒

は

の
お
き

と
む

す

は
す

は

の
御
寄

あ
り

 

 

ほ

の
か

に
も
の
き

は

の
お
き
と

む
す

は
す

は

 

 
露

の
か
こ
と

を
な

に

〉
か
け

ま
し

御

返

し

 

 

ほ

の
め

か
す

風

に

つ
け

て
も

し
た

お
き

の

 

 

な

か
は
は
露

に
う

へ
も

れ

に
け
り

御
返
事

に
し
た

お
き
と

よ

み
た
り

し
程

に

こ

の
人

を

は
し
た

お
き
と

も
軒

は

の
お
き

と
も

つ

く

へ
し
心

な
ら

ぬ
事

に
も
た

〉

一
夜

の
こ
と

に

 
16
ウ

も

つ
け

へ
し

お
な

し

こ
と
な

る

へ
し
籾
御

心

さ

し

の
人

ぬ
き
を
き

た
り

し
き

ぬ
を

と
り

て

か

へ
り
給

ふ

こ
の
こ

と
は

 

 

と
り

て
帰

る
き

ぬ
雛
蜷
物
 
人

に
し

む

籾

そ

の
あ

し
た

の
御

ふ
み
あ

り

 

 

う

つ
せ

み
の
身

を

か

へ
て
け

り
木

の
も

と

に

 

 

な
を

人

か
ら

の
な

つ
か
し
き

か
な

さ

て

こ
そ
う

つ
せ
み

と
は
名

つ
け
け

れ
こ

れ
ら

は

み

な
夏

の
事

な

り
う

つ
せ

み
に

は

い
か

に
も

人
た

か

へ

一
夜

の
ち
き
り

な
と

ひ
き
あ

は

せ
て

つ
く

へ
し

 
17
オ

 

 
 

〔
絵
三
〕
 

 

17

ウ

ゆ

ふ
か

ほ
鮒
ゆ
礎
、
の

此
巻

夕

か
ほ

と

い
ふ
事

は

六
条

の

み
や
す
所

と

聞

え
し

は
せ
ん

は
う

と

て
と
う
く

う

に
て

か

く

れ
給

ひ
し

み
や
す

と

こ
ろ
六
条

あ

た
り

に

い
と

や
ん
事

な
く

て
お

は
し
ま

し
き

こ

れ
は
桐

つ
ほ

の
御

門

の
御
弟

に
て

お
は
し

ま

一87一



し
き

と
う
く

う

に
て

か
く
れ
給

ひ
し

か
は

い
と
あ

へ
な
く

お
ほ
し

め
し

て
姫
宮

の
お

は
し

ま
す

を
も
う

ち

の
み

こ
の

こ
と
く

お
ほ

し

め

し
け
り
此

み
や

す
所

へ
け

ん
し

忍

ひ

つ

>
 

18
オ

ま

い
り
給

ふ

お
ほ
け
な

き

こ
と

〉
よ

の
人
も

お
も

ひ
た

て
ま

つ
る
し

は
く

か

よ

ひ
給

ふ
道

五
条

な
る
所

に
ゆ
ふ

か
ほ

の
さ
き

か

〉
り
た

る

こ

い
ゑ
あ

り
内

に
女

房

と
も
あ

ま

た
よ

し
あ

り

て
す
め

る
す
き

か
け

見
え

て
け

り
是

そ

は

〉
き

〉
の
巻

に
と

う

の
中

将

の

か
た

り

し
此
姫

君

の
は

〉
の
か
く

れ

て
ゐ
た

る

と

こ
ろ
な

り
あ

る
ゆ

ふ
く
れ

に
れ

い
の
六
条

あ

た

り

の
し

の

ひ
あ

り
き

に
御
車

を

た

て

》

夕

か
ほ

の
は
な

の
白

く

咲

て
あ

る

を
な

に
の
 

18
ウ

花

そ
と
縛
鑓
韓
禰
儲
比
門
よ
り
是

に
を
き

て

ま

い
ら
せ

よ
と

て
は
な

を
折

て
白

き
あ

ふ

き

の

い
た

く

か
う

は
し

き
を

た

て
ま

つ
る

そ

の
ほ

と
の

こ
と
は

 
白

き
あ

ふ
き
 

こ

か
し

た
る

と

い
ふ
は
齢
う
騨
し

 

そ
ら

め
紳
粥
琵
琢
硫
や
ま
り

た
そ

か
れ
時

 

ひ
か
き

 

 

 

 

 

小

い
ゑ

 

き
り

か
け
た

つ
物

汐
鍛

雌
駁
糖
の
や

り
と

く
ち

 

う
ち
ま

ね
く

 

 
 
す

き
か
け

叉
仇
蛇
鵬
夕
か
ほ
に

択

け
ん
し

の
御
寄

 

 
19

オ

 
 

よ

り
て

こ
そ
そ

れ
か

と
も
見

め

た
そ

か
れ

に

 
 
ほ
の
く

見
つ
る
花
の
ゆ
ふ
か
ほ

い
か

に
も
夕

か
ほ

に
人

た
か

へ
わ

ろ
く

は
あ

る
ま
し

さ

て

こ
そ
夕

か
ほ

の
巻

と
は

い
ふ
女

房
を

は

ゆ
ふ

か
ほ

の
う

へ
と

い
ふ
か
く

て
け
ん

し

の
め

の
と

の
こ

れ

み

つ
に

お
ほ
せ

つ
け

て
よ

く
く

案
内

さ

せ

て
と

き
く

お

は
し

ま
し

ぬ
こ

れ
と
う

の

中
将

の
か
た

り
し

な
て

し
こ

の
母

に
や

と

あ

や
し

く

お
も

ひ
な
か
ら

あ

さ
か

ら
す

か
よ

ひ

給

ふ
ほ

と

に
秋

に
も
な

り
ぬ

八
月
十

五
日

あ

か

つ
 

19
ウ

き

に
な

に

か
し

の
ゐ
ん

へ
い
さ
な

ひ
給

ふ
其

夜

は

か
の
小
家

に
と

ン
ま
り
給

ふ

に
と
な

り

の
い
ゑ

に
め
さ

ま
し

て
き

〉
し

ら
す

か

た
は
ら

い
た

き
物

か
た

り
な

と
す

る
そ

の

ほ
と

の
こ
と

は

 

み
た

け
さ

う
し

興
"
防
い
し

ひ
ら

た

つ
物

故
砺
肋
の

 

か
ら

う
す

の
を

と
と
な
り
ぬ
か

つ
く

こ
れ
ら

夕

か
ほ

の
小
家

に

つ
け
さ

せ
給

ふ

へ
し

さ

て
も

み

た
け

さ
う
し

に
み
ろ
く

し
そ

ん

と

お
か
む
を

き

か
せ
給

ひ

て
ち
や

う
せ

い
殿

の
 

20
オ

は
ね
を

か

は
し

え
た
を

な
ら

へ
し

ち
き

り

も

ひ
き
か

へ
て

み
ろ
く

の
世

を
ね

か

ひ
て
五
十

六

お
く

七
千

万
歳

と

お
ほ
し

め
し

け
る

に
や

 
 

う

は

そ
く

か
を

こ
な

ふ
み

ち
を
し

る

へ
に

て

 
 

こ
ん

よ
も

ふ
か

き
ち
き

り
た

か

ふ
な

お
き

な
か

つ
な

と
ち

き
ら

せ
給

ひ
し

に
十

 ..



六

日

の
よ
な

か

に
し

に
給

ひ
し

そ
ま

こ
と

に

あ

は

れ
な

る
籾
十

五
日

の
あ

か

つ
き

ひ
と

つ

車

に
て
な

に
か

し

の
ゐ
ん

へ
い
さ
な

は
せ

給

ふ
し

の

〉
め

の
ほ

の
か
な

る

に
露

の
ひ
か
り

や
 

20
ウ

い
か

〉
と

の
給

へ
は

 
 

ゆ

ふ
露

に
ひ
も

と
く
花

は
玉

ほ
こ

の

 
 

た

よ
り

に
見

え
し

え

に
こ
そ
有

け
れ

御

か

へ
し

 
 

ひ

か
り
あ

り
と

み
し
夕

か
ほ

の
う

は
露

は

 
 

た

そ
か
れ
時

の
そ

ら
め

な
り
け

り

な
と

〉
い
ひ
か

は
し

て
十

六

日

一
日

は

か
の
な

に

か
し

の
院

の
あ

れ
た

る
に

お
き
ふ
し

か
た

ら

ひ

て
く

ら
し
給

ふ

そ

の
こ
と

は

 
 

し

の

》
め

い
さ
な
ひ
し
あ
か
つ
き
 
し
り

め
 

2ー
オ

 
 

つ
ゆ

の
ひ
か
り

 

 

 

 

 
お
な

し
く

る
ま

 
 

あ

れ
た
る

や
と
 

 

 

 

 
水

く

さ

に
む

も
る

〉
池

 
 

つ
る
う
ち

訪

筋

す
。
、
ん

 

藻

噂
、
の
ゐ
ん
の

 
 

と

り

の
か
ら

こ
ゑ
敏
恕
⑰
蝉
肋
硫
㎞
へ

た
え

い
り

ぬ
れ
は

 
 

い
ひ
や
る

か
た
な

し

け

ん
し
御

太
刀

を

ぬ
き
て
持
給

ふ
物

の
あ

し
を

と

ひ
し

く

と

な
り

し
な

り
こ
れ

ら
も

心
え

て

つ
け

さ
せ
給

ふ

へ
し
択

い
か

に
せ
ん

と
て

こ

れ

み

つ
を
め
し

て

お
ほ
せ
あ

は
せ

て
き

よ

み

つ
に
こ
れ

み

つ
か
し

る
人

の
有

か

た

へ
む
な
し
 

2ー

ウ

き

か
ら

を
と
り

い
た

し

て
や
る
な

き

か
ら
を

う

は
む
し

ろ

に
を
し

つ
〉
み
て
出

せ
は

か
み

こ

ほ
れ
出

て
め
も
あ

や

な
り

こ
の
車

に

か
の

つ

か

へ
し
う

こ

ん
と

い
ひ
し
女

は
う

の
り

そ

ひ

て
ゆ
く
心

の
う

ち

お
も

ひ
や
る
も

か
な

し
さ

れ

は
き
よ

み

つ
な
と

い
ふ

こ
と
も

人

つ
け
た

り

と
も
難

す

へ
か
ら

す
さ

て
け

ん
し
あ

ま
り

あ

へ
な
く

あ

さ
ま
し

く
お

ほ
し

て
こ

れ
み

つ

を

め
し
く

し

て
清
水

ま

て
お
は

し
て
な

き

か
ら
を
御

ら

ん
し

て

い
と

〉
お

も

ひ
ま
さ
り

給

ひ
し
 

22
オ

か
う

ち

か
は
し
給

ひ
し
ま

〉
と

り

い
た
し
た

れ

は
わ

か
く

れ
な

ゐ
の
御

そ

の
ま

〉
き
た
り

し
面

影

い
か

な
ら
ん

よ

に
か
わ

す
る

へ
き

と
し

つ

み
入
せ
給

ひ
て

か

へ
ら
せ
給

ひ
て
や

か

て
御

心

れ

い
な
ら

す
さ

ま
く

に
お
は
し

ま
し

て
よ

の

え

け

に
て
秋

の
す

ゑ

に
そ
を

こ
た
り
給

ひ

し

ま

こ
と

に
こ
と

は
り
な

り

か
の
右
近

を

は

い
み

の
す
く

る
ま

〉
に
め
し
よ

せ

て

つ
ほ

ね
な

と
し

て

い
と
ね
ん

ご
ろ

に
は

こ
く
ま

せ

給

ひ

て

つ
か
は

せ
給

ふ

ふ
く
ら

か

に
色

く

ろ
き
 

22

ウ

女

と

い
ふ

こ
れ
な

り
後

に
玉

か

つ
ら

の
君

に

は

つ
せ

に
て
ゆ

き
あ

ひ
て
六
条

の
ゐ
ん

へ

わ
た

し
た

て
ま

つ
り

て
此

御

か
た

に
さ

ふ
ら

ひ
し

な
り

け
ん

し
も
は

か
く

し

き
物

に

お
ほ

し

て

 
 
 

 

め
し

つ
か

ひ

一89一



若蓼

紫象
 き

絵
四
〕

23

ウ

し人
な

り
 

23
オ

こ
の
巻

わ

か
む
ら

さ
き

と

い
ふ
事

む
ら

さ
き

の

う

へ
の
お

さ
な

か
り
し

を
よ

み
給

ひ
し
寄

け

ん
し

 
 
手

に

つ
み

て

い
つ
し

か
も
み

ん
む
ら

さ

き

の

 
 

ね

に
か
よ

ひ
け
る

野

へ
の
わ

か
く

さ

と

よ
み
給

ひ
し

ゆ

へ
に
な
り

わ
か

む
ら

さ
き

と

は
わ
か
く

お
さ

な
き

心
な

り

こ
れ
は

け
ん

し

ま

〉
は

〉
の
藤
ろ

ほ

の
宮

を

お
さ

な
く
よ

り

心

に
か
け

て

い
か
に
し

て

か
と
や

る
か
た

な
く

人

の
か
す
を
御

ら

ん
す

る
も
我

此
御

心
や

な
く

 

24
オ

さ

む
と
お
も

ひ
し

ゆ

へ
な
り
な

す

ら

ひ
た

に
あ

ら

ぬ
世
中

も

う
ら

め
し
く

お

ほ
し

め
す

に
此

む
ら

さ
き

の
上

は
此

藤

つ
ほ

に
は
御

め

い

に
て
お
は
し

ま
せ

は
さ

う
な
く

に
さ
せ
給

ひ

し

ゆ

へ
に
物

の
ゆ
か
り

を
は

む
ら

さ
き

の
草

の

ゆ

か
り
な

と

い
ふ
事

な

れ
は

よ
そ

へ
て
よ
み

給

ひ
し
ゆ

へ
此
巻

を
は

わ

か
む
ら

さ
き

と
か

け

り
こ
と

さ
ら
此
巻

お
も
し

ろ
く
作

り

た

り

と
て

こ
そ
式

部

の
君

は
む

ら
さ

き
し

き

ふ

と
は
付

さ
せ
給

へ
り

さ

て
も

こ
の
君
を

御
覧

 

24
ウ

し
初

て
な

か
き
世

の
と

も
と

な
る

こ

の
人

ゆ

へ
雲

か
く

れ
給

ひ
し

こ
と

は
け

ん
し
十

七

の

御

と
し

わ
ら

は
や

み
を

し
て
北

山

に
た
う

と

き

ひ
し

り
有

と
て

め
し

け
れ

と
も
京

へ
は

出

ぬ
事

に

て
ま

い
ら
す

さ
ら

は
と

て
北
山

へ

お
は
し

ま
す

か

の
ひ
し

り
か

ち
し

た

て

ま

つ
り

た
れ

は
お

こ
ら

せ
給

は
す

な
を

の

こ

り

お
そ

ろ
し

と
て
其

日

と
ま

り
給

ひ

て

御
か
ち
に
ま
い
り
給
ふ
つ
れ
く

な
れ
は
立
出
て

庭

か
し

こ
を

の
ぞ

き
御
ら

ん

す
れ

は
女
房

の
す
 

25
オ

め

る
と

こ
ろ
有

な

に
事

に
か

と
お

ほ
し

て
の
ぞ

か
せ
給

へ
は

か
の
ひ

め
君

の
う

は
は
此

お
こ
り

お
と

し
た

る

ひ
し

り

の
御

て
し

そ

う

つ
の
あ

ね
な

り

こ

の
う

は
君

心

な
や

み
給

ふ

程

に
祈

り
な

と
せ

ん
と

て
こ

の
山

に

お
は
し

ま

し
け

る

に
姫

君

を
も

つ
れ

て
お

は
し

ま

し

た
る

を

の
ぞ
き

て
御
ら

ん

し
は

し

め

さ
せ
給

ふ
そ

の
こ
と

は

 

こ
し

は

か
き
 

 

 
夕

く

れ

の
か
す

み

 

わ
ら

は
や

み
お
.、り
 
心

の
や
み
眺
る
払
の
山
と
も
 

25
ウ

 

か

い
ま

み
 
う

し
ろ

の
山

 
す

〉
め

の

こ

 

い
ぬ
き

 
人
の
な
 

 
山

の
は
な

ま
た

さ
か

り

 

ま

つ
の
と

ほ
そ

 

 
わ
か

く
さ
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
事

 

た

ひ
ね

の
ぞ

て
 

 
た
き

の
を

と

 

み
や

ま

お
ろ
し

 

 

 

 

 た

つ
の

一
こ
ゑ

 
藤

さ

く
ら

に

つ
く

る

つ
ほ

 
く

さ
む

し
ろ

一90一

 

、



 
や

り
み

つ
 

 

 

 

 

 

た

に

の
そ
こ

ま
て
ほ

 
り
も

と
む

る
御

も

て
な
し

の
さ

か
な
な

り

 
や

ま

の
と
り

 

 

 

 

 

 お
と
ろ
く

測
航
勧
硫
杣
織
叔

 

ひ
し
と
り
も
お
と
ろ
く
と
な
り
 
 %
オ

 

は
な
ち

か
き

お
さ
な
き
人
の
て
す
さ
ひ

 
 

 
是

は
北

山

に

て
の
事

は
か

り
な

り

此

む
ら
さ

き

の
う

へ
は

せ
ん

て

い
の
御

こ

の
兵

部
卿

の

み

や
の
御

む
す
め
藤

つ
ほ

の
き
さ

き

に
は
御

め

い
也

此
北
方

は
北

山

に
お
は

し
ま

す
む

ら
さ

き

の

う

へ
の
う

は
の
御

む
す

め
な

り
お

さ
な

き
よ

り
御

は

〉
に
は
を

く
れ

て

か
の
う

は
き

み

に
そ
そ
た

て
ら
れ

て

お
は
し

ま
し

け
る

な

り
択

こ
の
姫

君

の
う

つ
く

し
き
御

か

た
ち

を

の
ぞ
き

て

い
か
に
し

て

か
こ
れ

を
取

た
 

26
ウ

て
ま

つ
り

て
わ

か
御

ま

》
に
か
し

つ
き

た
て

て
か

の
御

か
た

み
に
も

見
た

て
ま

つ
ら

ん
と

お

ほ
し
め

し
て

か
の
そ

う

つ
に
と

ひ
た

て
ま

つ
り
給

ふ
う

は
君

と
も

い
ひ
よ
り

な
と

し
て

つ
ゐ

に
そ

の
年

の
九
月

の
比

う
は

君

に

を
く

れ
て
京

の
殿

に

か
す

か
な
る

す
ま

ゐ

に

て
お
は
し

ま
す
を

と
り

た

て
ま

つ
ら
せ

給

ひ
て

二
条

の
ゐ
ん

の
に
し

の
た

い
に
わ
た

し

た
て
ま

つ
り
も

て
な

し

か
し

つ
き
給

ふ
姫

君
十

の
御

と
し
な

り

か

の
わ
ら
は

や

み
し

て
 

27
オ

北

山

へ
お
は
し

ま
せ
し

こ

ろ
は
三

月
茄

日
な

り

さ

て
こ
そ
京

の
花

は
さ

か
り
す

き

て
山

の
さ

く
ら

は
ま

た
さ

か
り

と
は

い
ひ
た
れ

又
北

山

に
す

〉
め
と

い
ふ

こ
と

つ
く

る
こ

と

こ
れ
は

む
ら

さ

き

の
う

へ
す

〉
め

の
子

を

か
ひ
給

ひ
し
を

い
ぬ

き

と

い
ひ
し

わ
ら

は

に
か
し

た
り

し
を

む
ら

さ

き

の
上

い
た

く

お
し

み
て
な

き
給

ひ
し

御
す

か

た

の
い
と
う

つ
く

し

か
り

し
を
源

氏

の

君
御

ら

ん
し
そ

め

て
け
り

か
ら

す

と

い
ふ
事

も
あ

り

と
人

い
ふ

と
も
あ

ら

か
ふ

へ
か
ら
す

か

の
 

27
ウ

に
け

つ
る
す

》
め

の
子
を

か
ら

す
な

と
や

取

つ
ら

ん

と
少

納

言

の
め

の
と

い
ひ

し
な
り

た

つ

の

一
こ

ゑ
と

い
ふ

は
又
腓
縦
噸
紙
卿
総
謎
聡
齢
髄
彫
蹴
君

嬬
侮
訂
也
此

巻

に
く

さ

の
む
し

ろ
や

り
水

い
も

ゐ
な
と

〉
い
ふ
事
是

は

そ
う

つ
の
は
う

へ
け

ん

し

を
よ

ひ
た

て
ま

つ
り

た
ま

ふ
時

く
さ

の

み
む
し

ろ
も

こ
な

た

に
こ
そ

ま
う

け
侍

ら
め

と
申

さ

れ
た

る
な

り

い
も

ゐ

と
は
御

し

や
う

し

ん

の
事

な

り

こ
れ
な
ら

す

い
も

ゐ
と

は

し

や
う

し
ん

の
事

な
り

又
き

た
や

ま

に
物

 

28
オ

か
た
り

と

い
ふ
事
あ

り

と

い
ふ
共
あ

ら

か
ふ

へ
か

ら

す
御

心
ま

き
ら

は
し

に
人

々
立
出

て
と

こ
ろ

く

御

ら
ん

す
る

に
も

い
と

お
も

し

ろ
け
れ

は
御

と
も

の
人

々
ふ
し

の
山

な

に
か
し

の
た

け
す

ま

あ

か
し

の
物

か
た

り
を

め

い
し
よ

な

れ
は
申

い
た

し

た
り
其

時
あ

か
し

の
上

の
御

こ
と

を
も

き

〉
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そ

め
給

ひ
し
そ

か
し

又
む

ら
さ

き

の
上

二
条

の
ゐ
ん

へ
む

か

へ
た

ま

ひ
し
あ

し
た

ひ

い
ろ

の

き

ぬ
を
き

た
ま

へ
り

と

い
ふ
事

の
あ

り
こ

れ
は

九
月

に
御

う
は

君

に
を
く

れ

て
十

月

に
源

 
28

ウ

氏

の
と
り

た

て
ま

つ
り
給

へ
は

い
ま

た
御

う

は

の
御

ふ

く

の
中

な

れ
と

も
わ

さ
と
其

あ
し

た

は
か
り

ひ

い
ろ

の
き

ぬ
を
き

せ
た

て
ま

つ
り

た
る

か
と

お
ほ

ゆ

こ
れ
を

は

ひ
し
な
り

と

い
ふ
な

り

か
く

て
御

心

さ
し

な
か

ら
ふ

か
た

な
く

て
け

ん
し

五
十

三
む

ら
さ

き

の
う

へ
四
十

五

に
て

か
く
れ
給

ふ

け
ん

し
雲

か
く

れ
給

ひ

し
も

こ

の
な
け

き
ゆ

へ
な

り
雲

か
く

れ
と

は
御

と
ん

せ

い
の
事
な

り
升

五

の
巻

に

見
え

た
り

 
29

オ

 

〔絵

五

〕
 

29
ウ

 
 
末

摘
花

 
わ
か
む
ら
さ
き
の
な
ら
ひ

此
巻

す
ゑ

つ
む
花

と

い
ふ
事

ひ
た
ち

の
君
と

申

ふ
る
き
宮

お
は
し

ま
し

き
う

せ
給

ひ
し

御
あ

と

に
姫

君

一
人

の
こ

り

て
お
は

し
き

い
と

か
す

か
な

る
御

す
ま

ゐ

に
て
な

か
め
す

こ
し

給

ひ
け
り

け
ん

し
聞

つ
た

へ
さ

せ
給

ふ
て

ゆ
か
し

く

お
ほ
し

め
し

て
尋

た
て

ま

つ
り
給

ひ
け

る

に
け
ん
し

の
御

め

の
と
少
将

の
み
や
う

ふ
と

て

内

に
さ

ふ
ら

ひ
け
る

か
此
宮

に
し
た

し
く

参

り

か
よ

ふ
人
な

れ

は
み
ち

し
る

へ
し

て
見

せ
 

30
オ

た
て
ま

つ
り
給

へ
り

い
と

お
も

ひ
の
ほ

か

に
お

か
し
け

に

お
は
し

け
り

こ

の
御

か
た

ち
色

し

ろ

く

は
な

た

か
く

さ
き
あ

か
く

さ
う

の

こ
と
く

に

お
は
し

け
り

見
そ

め

た
て
ま

つ
り

け
ん

し

く

や
し

く

お
ほ
し

け

れ
と
も

此
す

か
た

を
は

我

な
ら

て

は
た
れ

か
見

た

て
ま

つ
ら
ん

と

あ

は

れ
に

お
ほ

さ
る

〉
人

の
御

ほ

と

い
ひ
す

て

か
た
く

い
た

は
し

く

お
ほ
し

て
後

に

は
か
た
く

の
か
す

に

い
れ

て
二
条

の
ゐ
ん

ひ
か
し

の
た

い
 

30
ウ

に
す
ま

せ
聞

え
給

ふ
け

ん
し

 

な

つ
か
し

き
色

と
も

な
し

に
な

に

ン
こ

の

 

す
ゑ

つ
む
花

を

そ

て
に

ふ
れ
け

ん

と
よ

み
給

ひ
し
な

り
く

れ
な

ゐ
は
花

の
す
ゑ

あ

か
き
物

な

り
す

ゑ
を

つ
み
て
と

る
な

り
こ

の

ゆ

へ
に
す
ゑ

つ
む

と

い
ふ
此

君
さ

む
き

お
り

に
は
御

か

ほ

に
あ

か
き

こ

の
み
を

つ
け

た
る

こ
と
し

こ

と

に
ふ
れ

て
お

か
し
き

か
は

き
ぬ

き

た
る
人

こ

れ
な
り

此
君

を
心

に
く

〉
お
も
ひ

て
あ

ふ
ひ

の
上

の
あ

に
の
と

う

の
中

将

も
心

か
け

て
源
氏

の
お
は
し

ま
す

を
見

あ
ら

は
さ
 

3ー
オ

む
と

て
あ

と

に

つ
き

て
ゆ
き

て

つ
ゐ

に

見

あ

ら
は

し
て
そ

の
か
た

に
源
氏

の
御

そ

て
を

ひ
か

へ
て

と
う

の
中

将

 
 

も
ろ

と
も

に
大
内

山
は

い
て

つ
れ

と
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い
る

か
た
見
せ

ぬ

い
さ
よ

ひ
の
月

二
月
十

六
日

の
事

な

り
此
姫
君

き

ん

の
こ
と
を

ひ
き
給

ひ
し

な
り
あ

れ
た

る
や

と
の

ち
き
り

わ

ひ
人
春

の
い
さ
よ

ひ
も

ろ
と
も

に
出

し
大

内

山

は

つ
く

へ
し

か
は
き

ぬ
す
ゑ

つ
む
花

に

つ
く

へ
し
と
う

の
中
将

に
は
ま

こ
と
な
し

す
 

3ー

ウ

ゑ

つ
む

に
は

 

 
 

 
 
見

を
と

り
し

て

 

 
 

 
 

 
 

 
く

や

 

 
 

 
 

 
 

 
 
し

き

 

 
 

 
 

 
 

 
や

う
を

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
く

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

へ
し
 

32
オ

 

〔絵

六
〕
 

32
ウ

 

 

四

紅
葉
賀

此
巻

も
み
ち

の
か
と

い
ふ
事
桐

つ
ほ

の
御

門

そ

の
比

の
ゐ
む

の
御

か
を

つ
と
め
給

ふ

に
こ

ろ
は
十
月

な
れ

は
も

み
ち
を
も

て
な

し

に
て
御

か
あ

り

さ

て
も

み
ち

の
か
と

い
ふ
紅
葉

の
し

た

に
て
れ

い
し

む
あ

り
て
ん
し

や
う
人

宮

た
ち
も

そ

の
き
り

や
う

た
る

は
ま
ひ
給

ふ
そ

の
す

か
た
け

ん
し

の
せ

い

か

い
は
を
ま

ひ
給

ふ

に
し
く

は
な

し
う

つ
く

し

き
事

た
と

へ
ん
か
た

な
し

か
た

て
に

は
御

こ

し
う

と
と
う

の
中
将

ま

ひ
給

ふ
け

ん

し

に
は
 

33
オ

け
を

と
さ
れ

て
は
な

の
か
た
は

ら

の
深
山

木

と

そ

見
え

し

か
さ
し

の
も

み
ち

い
た
く

ち
り

す
き

て
御

か
ほ

の
に
ほ

ひ

に
け

を

さ
る

れ
は
左

大
将

た
ち

て
御

ま

へ
の
き
く

お
り

て
か

さ
し

か

へ

給

ふ
ゆ
ふ

は

へ
の
す
か
た

か

》
や

き
て

そ

〉
う

さ
む

き
ほ

と
な
り

そ

の
こ
と

は

 

さ

し
か

ゆ
る
き
く

 

 
 

ゆ
ふ

は

へ

 

あ

し
ふ

み
 

 

 

 

 

 
か
ほ

の

に
ほ

ひ

 

木

た
か

き
も
み

ち

楽

は

せ

い
か

い
は

な
り
あ

を
う

み

の
な

み
と

か
け
 

33

ウ

り
た

ち
ゐ

に

つ
け

て
と

い
ふ
寄

あ
ら

は

こ

れ
ら
を
引

あ

は
せ

つ
け
給

ふ

へ
し
そ

の
夜

藤

つ
ほ
の

み
や

へ
け
ん
し

よ

り
我

ま
ひ

の
す

か

た
を

も
御

ら
ん
し

つ
ら

ん
と

お
ほ

し

て
し

の
ひ

て
御

ふ
み
あ

り

 

物

お
も

ふ

に
た

ち
ま

ふ

へ
く

も
あ

ら

ぬ
身

の

 

袖
う

ち

ふ
り
し

こ

〉
う
し

り
き

や

と
よ

み
て

た
て
ま

つ
り
給

ふ
御

返
事

に

 

か
ら
人

の
袖

ふ
る

こ
と
は

と
を

け
れ

と

 

た

ち
ゐ

に

つ
け

て
あ

は
れ

と
は

み
き

 
34

オ

と
あ

り
し

な
り

か
ら
人

の
袖

ふ
る

こ
と

は
た

う
や
う

き

ひ
の
け

い
し
や
う

う

ゐ

の
ま

ひ
を

よ

そ

へ
け

る

に
や
籾
此
巻

に
藤

つ
ほ

の
御

は

ら

に
御

子
う

ま
れ
給

ふ

こ
れ

は
ま

こ
と

は
け
ん

し

の

御

子

に
て
お
は

し
け

れ
共
御

門

こ
れ

と
は
し

ろ
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し

め
さ
す

た
く

ひ
な

き
御

お
ほ

え

に
て
五

に
て
と
う

く
う

に
立

給

ふ
十

一
に

て
御

位

に

つ
か
せ
給

ふ
御

治
世

十

八
年

な

り

こ
れ
ぞ
冷

泉
院

と
聞

ゆ

こ
の

こ
と

は

 
な

て
し

こ
 

 

 

 
つ
ゆ
け

さ
ま

さ

る
 

34
ウ

 

こ

の
世

の
中

 

 

 
む
か
し

む
す

へ
る

契

り

是

は
此
巻

に
候

へ
は
と

て
紅

葉

な

と

に
は
付

へ

か
ら
す
此

巻

に
有

こ
と

は
な
れ

は
し

る
す

又
此

巻

に
け
ん

し
う

ち

の
女

房

け
ん

な

い
し

の
す
け

と

い
ひ
て
其

こ

ろ
年

五
十

七

八

の

人
な

り
け

ん
し

は
十

九

に
な
り
給

ふ
か

の
女

房

に
た

は
ふ
れ
給

ふ
其

こ
と
は

 

お
や

の
お
や

 

 

 

 

 
あ

ふ
き

 

ひ
は

の
ね
此
な
い
し
ひ
わ
ひ
く

雨

の
な

こ
り

 
あ

つ
ま

や
う

た
ふ

 

 

 
う

ん
め

い
て
ん
是
等
は

 
 

ひ
は

 
ゆ

ふ
立

す

こ
し
は

れ
た

る
な

こ
り

に
内
侍

と

こ
ろ

の

お

は
し
ま

す
御

と

の

〉
か
た

さ

ま
を
け

ん

し

た

〉
す

み
て
あ

つ
ま

や
う
た

ひ

て
う
そ

ふ

き
給

ふ

に
此

け

ん
内
侍

の
す

け

ひ
は
上

手

に

て

か
ひ
し

ら

へ
て
居

た
り

し
所

へ
立

よ
り
給

ひ
て
物

い
ひ

か
は
し
給

ふ
籾

う

ち

の
か
た
御

け

つ

り
く

し

は
て

》
こ
れ

を
御
ら

ん

し

て
わ
ら

は

せ
給

ふ
内

侍

の
も

と

に
よ

る

お
は
し

た

る
時

と
う

の
中
将

き
あ

ひ
て
け

ん
し

の
君
を

そ
 

35

ウ

35

オ

ら
お

と
し

し

て
の
ち

ま

て
の
わ

ら

ひ
く
さ

と
し

た
り

し
な

り

 
 

 
 
 

此
巻

に

 
 

 
 
 

 
 

あ

る
事

な
れ
は

し

る
す

〔絵
七
〕 

36
ウ

五
 
花

宴

紅
葉
に
は

 
付

へ
か
ら
す

36

オ

此

巻

は
な

の
え

ん
と

い
ふ
事

は

か

の
紅

葉

の
賀

の

つ
き

の
と
し

の
春
大

内

に
花
見

あ

り
南

殿

の
さ
く
ら

さ

か
り

に
花

の
も

と

に
て
御
あ

そ

ひ
あ

り
題

を
給

は
り

て
宮

た
ち
公

卿
殿

上
人

ち
け

に

い
た

る
ま

て
詩

を
作

り
給

ふ
中

に
も

け
ん
し

の
御

こ
し

う
と

の

と
う

の
中
将

は
春

の

う

く

ひ
す
さ

へ
つ
る
と

い
ふ
題
を

給

は
り
し

な

り
其
後

去

年

の
も

み
ち

の
か

の
ま

ひ
を

お
ほ

し
め
し

出

さ
せ
給

ひ

て
そ

の

こ
ろ
と
う

 

37
オ

く
う
朱

雀
院

な
り

け
ん

し

に
は
御

あ

に
せ

ち

に
せ

め
さ

せ
給

へ
は
け

ん

し
も

た
ち

て
ま

ひ

給

ふ

と
う

の
中
将

た

ち
て
り

う

く
わ

ゑ
ん
を

ま
ひ

し
か

お
も
し

ろ
さ

に
御

そ

か

つ
け
給

ふ
是
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後

代

の
れ

い
と

な
り

ぬ

へ
し
と

い
ひ
あ

へ
り

さ

れ

は
後

の
よ

の
た
め

し
な

と

》
い
ふ
事
有

へ
し

花

に
も

ま

ひ
は
く

る
し

か
る
ま

し
さ

て
そ

の
夜

け

ん
し

さ
り

ぬ

へ
き
隙

も

や
と

れ

い
の
藤
ろ

ほ

の
あ

た
り
を

し

の
ひ
う

か

〉
ひ
た

〉
す

み
あ

り

き
給

ふ
ほ

と

に
こ
う
き
殿

の
三

の
く

ち

に
 

37
ウ

た

ち
給

ふ
内

よ
り
わ

か
き

女
房

の

こ
ゑ

の
な

へ

て

の

こ
ゑ

に
は
あ
ら

て

お
ほ

ろ
月

夜

に
し

く
物

そ

な
き

と
な

か
め
し
程

に
け
ん

し

い
と

お
も

し

ろ
く

お
ほ
し

て

い
ひ
よ

り
て
此

人

ゆ

へ
そ
か
し

す
ま

の
わ

か
れ

の
う

か
り
し

は

此
女

房

は
と
う

く
う

の
御
母

こ
う

き

て
ん

の

女
御

の
御

い
も

う
と

六

の
君

と
て
と

う

く

う

に
参

り
給

は
ん

と

て
も

て
な
さ

れ

し

か
此
花

の
え

ん

の
ま

ひ
御

ら

ん

の
為

に

内

へ
ま

い
り
給

ひ
て
と

〉
ま

り
給

ひ
た

る

へ
し

38
オ

あ

か

つ
き
御

さ
と
よ

り

の
御

む
か

ひ
の
人

々

に

て
心
得
給

ひ
し

そ

の
程

の
こ

と
は

 

三

の
く
ち

 

 

 

 
あ

ふ

き
か
た
み
の
事

 

く

さ

の
は

ら
 

 

 
露

の
や
と
り

 

を

さ

》
は

ら
 

 

 

お
ほ

ろ
月

夜

 

な

い
し

の
か
み

 

 

う

き
身

よ

に
や

か

て
き

え
な

は
た

つ
ね

て
も

 

 

く
さ

の
は
ら
を

は

と
は

し
と
や

お
も

ふ

け
ん

し

 
 

い

つ
れ

そ
と
露

の
や
と

り
を

わ
か
む

ま

に
 

38
ウ

 
 

こ

さ

》
か
は

ら

に
風

も

こ
そ

ふ
け

と
よ
め

り

こ
れ
ら

は

こ

》
に
て
よ

み
し
寄

の
言

葉

あ

ふ
き
を

は
し

る
し

に
と

て
と

り
か

へ
し
な

り

内

侍

の
か

み

の
あ

ふ
き

は
さ

く
ら

の
三

え
か

さ
ね

に
か
す

め

る
空

の
月
を
水

に
う

つ
し
た
り

心

え

て

つ
く

へ
し

立
よ

り
し

三

の
く
ち

な

を

あ
ら

し
な

と

い
ふ

こ
と
は

よ

か
る

へ
し
此
花

の
え
ん

の
ま
き

に
は

か

の
あ

ふ
き

の
事
名

句

に
て
あ
る
へ
し
比
は
二
月
升
日
さ
て
し
の
ひ
く

に
あ

ひ
し

こ
と
聞

え

て
御

門

か
く

れ
さ

せ
給

ひ
 

39
オ

て
と
う

く
う

の
御

よ

に
な
り
給

ふ
ま

〉
は

》

こ
う

き
て

ん

の
あ

し

き
さ

き
心

の
ま

〉
に
御

世
を

と
り

を

こ
な

ひ
て
も

と
よ

り

に
く

し

と

の
こ
と

な
れ

は
九

の
巻

に
け

ん
し
を

す

ま

へ
な

か
す
籾

こ
そ

六

の
君

も

つ
ゐ

に
女

御

と

た

に

い
は

れ
す

な

い
し

の
か
み

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に

て
お
は
し

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
し

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

け

れ
 

39
ウ

 

〔絵

八

〕
 

40
オ
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研
究
は
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成
20
年
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科
学
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究
費
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助
金
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